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近年、電子マネーや電子書籍などあらゆるものが電子データ化されています。
しかしその反面、税務に関する帳簿や書類はいまだに紙媒体での保存・保管が
原則で義務付けられており、電子化が遅れを取っています。実は平成10年から
電子帳簿保存法により帳簿及び書類等の電子保存が認められているのですが
、コスト問題や要件が厳しすぎる等の理由により世間に浸透しませんでした。
しかし、平成27年・28年度の税制改正でスキャナ保存の要件が大幅に緩和さ
れ、世間に注目されるようになりました。何を隠そう、スキャンして保存またはス
マートフォンやデジタルカメラ等で撮影したものにタイムスタンプを付与すれば、
領収証やレシートを破棄していいことになったのです。このスキャナ保存制度を
利用すれば証憑の保管コストが激減するわけです。

このスキャナ保存制度の具体的なメリットは大きく分けて4つです。

電子帳簿保存法

・監査分野でのメリット

今までは証憑が紙であったため、帳簿の内容を一つ一つ突合するしかありませんでしたが
、電子化することによってこれらが紐づけされるわけです。そうすることで検索や問い合わ
せへの対応が大幅に改善されます。

・税務調査の対応効率化のメリット

税務署からの税務調査が入ったとき、調査官はまず証憑を探すところから始めて見つけた
らコピーをしてそこから調査をするという流れでした。また、過去3～7年分の資料をこちら
が用意しなければなりませんでした。
しかし、スキャナ保存制度を導入すれば、パソコンとプリンターさえ用意しておけば調査官
はそれをそのまま印刷するだけでよいので、調査時間が大幅に短縮されます。実際、スキ
ャナ保存制度を導入した企業は調査時間(日数)の短縮や次回の調査までの間隔が延長さ
れる等のメリットが享受されます。

・保管コスト等の削減のメリット

上記に申し上げました通り、紙媒体で保管しなくてもよいわけですから、今までかかってい
た、保管倉庫コスト・事務所等のキャビネットやその家賃または資料運搬コストが削減され
ます。

・リスク対応のメリット

紙媒体での保管でなくなるため、紛失のリスクがなくなります。また災害が起きたときに紙
だったら破れたり燃えたりするリスクがあったのですが、バックアップをこまめに取っておけ
ば復旧できますし、非常時に外へ持ち出すのも容易になります。

今後、スキャナ保存がスタンダードになっていくのは目に見るより明らかです。
皆様もこの機会にスキャナ保存制度を導入してみてはいかがでしょうか？
ご不明な点等ございましたら遠慮なく、さいとう税理士法人までご連絡下さい。

クラウドサービスってなに？

ここ数年で「クラウドサービス」という言葉を耳にすることが増えてきていると思いますが、
皆様はご存知でしょうか。耳にするけれどよくわからないといった方が多いのではないの
でしょうか。通常のパソコンの使用方法であれば、一つのパソコンのハードの中に写真や
音楽、仕事の資料などを保存し、USBやハードディスクに入れて持ち運ぶ、どこに保管され
ているかが確実にわかるものでした。しかし、クラウドサービスは世界中と結ぶインターネ
ットのどこかにあるサーバーにインターネット回線を使って保存している為、インターネット
環境があればどのパソコンでも、ケータイ、タブレットでも保存したものが確認できます。
上述で「インターネット上のどこかにあるサーバー」という言葉を使いましたが、世界中に
散らばるどこかのサーバーに保存されているので、どこに保存されているかは明確であり
ません。まるで雲のようなつかめないところにある、という意味から「クラウドサービス」と呼
ばれるようになりました。
なぜ今回クラウドサービスについて掲載したのかといいますと、近年クラウドサービスを
使用した会計システムが急速に発達し、従来の会計ソフトとは全く異なったものになってき
ているからです。
今までと何が異なっているのか、まず一番に挙げられるのは、「預金の自動取込」です。
ネットバンキングの登録をするだけで、仕訳が自動的に取り込めるようになるので、通帳
のコピーを会計事務所に渡す準備等の手間が省けるようになります。また、領収書が電子
帳簿保存法により、画像ファイルに残しておけば破棄してよいことになっている為、すべて
画像でインターネット上に保存できるようになります。さらに画像から自動で情報を取り込
むことが出来る為、資料の準備をすることがほとんどなくなるようになってきています。
会計に限らず、クラウドサービスは今まででは考えられない便利なシステムになってきて
いるのです。今後もクラウドサービスを用いた会計システムが発展していくことにより、今
までのやり方が大きく変化していくと考えています。

我々さいとう税理士法人ではすでにクラウド会計システムを取り入れ、お客様が新
しいことに困らないよう、柔軟に対応しております。詳細を知りたい、興味あるけどわ
からないという方がいらっしゃいましたらお気軽にご相談ください。
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